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◇
　
朝
鮮
学
校
の
歴
史
と
現
在

  

日
本
の
朝
鮮
侵
略
と
植
民
地
化
に
よ
り
、
一
九
一
〇
年

か
ら
一
九
四
五
年
の
三
六
年
間
、
朝
鮮
半
島
か
ら
の
資
源

や
農
作
物
の
略
奪
、
土
地
家
屋
の
没
収
、
朝
鮮
語
禁
止
を

は
じ
め
と
す
る
朝
鮮
文
化
抹
殺
、
皇
国
臣
民
化
政
策
な
ど

が
行
わ
れ
、
塗
炭
の
生
活
を
強
い
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

朝
鮮
の
人
々
は
、日
本
各
地
に
流
入
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

侵
略
拡
大
と
推
進
の
た
め
の
軍
需
工
場
、
飛
行
場
、
基
地
、

港
湾
建
設
や
炭
鉱
採
掘
、
ダ
ム
工
事
、
線
路
敷
設
、
日
本

軍
の
性
奴
隷
と
な
っ
た
朝
鮮
女
性
な
ど
、
多
く
は
強
制
連

行
さ
れ
、
強
制
労
働
な
ど
で
奴
隷
同
様
の
生
活
を
強
い
ら

れ
た
人
た
ち
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
国
家
総
動
員
令
に
よ
り

徴
兵
さ
れ
た
朝
鮮
の
青
年
た
ち
は
、
南
方
の
戦
場
で
多
く

が
戦
死
し
た
。
広
島
、
長
崎
に
投
下
さ
れ
た
原
子
爆
弾
に

よ
り
、
三
万
～
四
万
の
朝
鮮
の
人
々
が
命
を
奪
わ
れ
た
。

　

日
本
の
敗
戦
後
、
日
本
に
は
約
二
五
〇
万
人
の
朝
鮮
半

島
出
身
者
が
住
ん
で
い
た
が
、
朝
鮮
南
半
部
の
ア
メ
リ
カ

占
領
軍
の
軍
政
統
治
や
弾
圧
に
よ
る
、
朝
鮮
の
南
北
分
断

の
固
定
化
や
、
や
む
を
得
な
い
事
情
で
故
郷
に
帰
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
七
〇
万
人
と
そ
の
子
弟
た
ち
が
日
本
に

居
住
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。奪
わ
れ
た
母
の
言
葉
や
文
字
、

文
化
や
歴
史
を
子
ど
も
た
ち
に
教
え
る
た
め
に
日
本
各
地

に
五
〇
〇
余
り
の
「
国
語
講
習
所
」
が
建
て
ら
れ
、
民
族

教
育
が
行
わ
れ
た
。こ
れ
が
朝
鮮
学
校
の
始
ま
り
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
日
本
占
領
ア
メ
リ
カ
軍
と
Ｇ
Ｈ
Ｑ
は
、
兵
庫
、

大
阪
、
東
京
な
ど
の
朝
鮮
学
校
の
運
営
を
阻
み
、
教
育
の

権
利
を
要
求
す
る
教
師
、児
童
生
徒
ら
を
、「
非
常
戒
厳
令
」

（
占
領
軍
で
一
度
の
み
）
を
公
布
し
、
警
察
隊
を
動
員
し
、

激
し
く
弾
圧
し
た
。
そ
し
て
、
一
九
四
九
年
一
〇
月
九
日

に
は
「
朝
鮮
学
校
閉
鎖
令
」
を
出
し
、
す
べ
て
の
朝
鮮
学

校
を
閉
鎖
し
た
。

　

一
九
六
〇
年
代
、
日
本
各
地
に
幼
、
小
、
中
、
高
、
大

学
計
一
六
〇
余
校
が
建
て
ら
れ
、
日
本
政
府
か
ら
の
制
度

上
の
差
別
の
中
で
も
自
主
運
営
さ
れ
た
。
現
在
で
は
六
〇

余
校
が
民
族
の
心
を
子
ど
も
た
ち
と
と
も
に
培
っ
て
い
る
。

　

北
海
道
で
は
、
敗
戦
後
、
一
三
万
～
一
五
万
人
の
朝
鮮

の
人
た
ち
が
住
ん
で
お
り
、「
札
幌
朝
鮮
連
盟
初
等
学
院
」

（
現
在
の
北
海
道
朝
鮮
学
校
の
前
身
）
も
強
制
閉
鎖
さ
れ

て
し
ま
う
。
そ
の
後
、
札
幌
、
函
館
、
稚
内
、
十
勝
、
釧

路
、
室
蘭
な
ど
一
一
カ
所
で
、
日
本
学
校
に
通
い
な
が
ら
、

夜
間
に
朝
鮮
語
を
学
ぶ
「
午
後
夜
間
学
校
」
が
運
営
さ
れ

た
ほ
か
、
千
歳
に
も
朝
鮮
人
初
等
学
校
が
建
て
ら
れ
た
。

い
ま
教
育
の
現
場
か
ら（
36
）

一
九
六
一
年
、
そ
の
す
べ
て
を
統
合
し
、
北
海
道
朝
鮮
初

中
級
学
校
が
開
校
さ
れ
、
札
幌
市
白
石
区
南
郷
に
木
造
校

舎
が
建
て
ら
れ
た
（
生
徒
数
約
五
〇
〇
名
）。
一
九
七
一

年
に
は
清
田
区
平
岡
へ
と
移
転
、
一
九
八
二
年
に
は
高
級

部
（
高
等
学
校
）
が
併
設
さ
れ
、
現
在
の
北
海
道
朝
鮮
初

中
高
級
学
校
と
な
っ
た
。
北
海
道
朝
鮮
学
校
は
今
年
ま
で

五
八
年
の
歴
史
を
刻
ん
で
い
る
。

　

朝
鮮
学
校
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、
朝
鮮
語
、
朝
鮮
史
、

地
理
、
音
楽
を
は
じ
め
と
す
る
民
族
科
目
と
、
日
本
語
、

英
語
、
数
学
、
理
科
、
社
会
、
日
本
史
、
世
界
史
は
、
日

本
の
学
校
と
同
じ
く
授
業
に
組
み
入
れ
、
民
族
の
言
葉
と

文
化
を
学
び
な
が
ら
も
、
日
本
で
暮
ら
し
て
い
く
た
め
の

教
養
と
知
識
を
兼
ね
備
え
た
人
材
育
成
を
行
っ
て
い
る
。

サ
ッ
カ
ー
、
ラ
グ
ビ
ー
、
陸
上
、
朝
鮮
舞
踊
、
吹
奏
楽
な

ど
で
も
大
き
な
成
果
を
挙
げ
て
い
る
。

　

生
徒
は
ほ
と
ん
ど
が
在
日
三
世
、
四
世
、
五
世
で
あ
り
、

民
族
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
（
正
体
性
）
を
育
ん
だ
卒
業

生
は
、＜

在
日＞

社
会
を
形
成
す
る
軸
と
し
て
の
役
割
を

果
た
し
な
が
ら
も
、
日
本
社
会
に
も
大
き
く
貢
献
す
る
社

会
人
と
し
て
多
方
面
で
そ
の
力
を
発
揮
し
て
い
る
。

　
◇
　
続
く
朝
鮮
学
校
へ
の
差
別

　

し
か
し
な
が
ら
、
日
本
政
府
は
朝
鮮
学
校
を
各
種
学
校

（
自
動
車
学
校
、
専
門
学
校
な
ど
）
と
し
か
扱
わ
ず
、
国

庫
か
ら
の
助
成
や
補
助
は
一
切
支
給
さ
れ
な
い
。
ひ
っ
迫

し
た
財
政
状
況
な
が
ら
も
朝
鮮
同
胞
の
相
互
扶
助
の
精
神

で
運
営
は
行
わ
れ
て
い
る
（
札
幌
市
、北
海
道
は
交
流
費
、

教
材
費
を
一
部
支
給
）。

朝
鮮
学
校
の
今
日
の
課
題

　
　

申　
　
　

京　

和
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二
〇
一
〇
年
四
月
か
ら
の
高
校
無
償
化
（
高
校
就
学
支

援
金
）
は
、
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
や
中
華
学

校
な
ど
他
の
外
国
人
学
校
は
認
め
た
も
の
の
、
朝
鮮
学
校

に
つ
い
て
は
、
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
や
朝
鮮
総
連

と
の
関
わ
り
、
拉
致
問
題
の
進
展
が
な
い
こ
と
な
ど
の
政

治
的
意
図
を
あ
か
ら
さ
ま
に
し
て
除
外
し
た
。
高
校
無
償

化
に
つ
い
て
は
、
国
連
・
人
種
差
別
撤
廃
委
員
会
な
ど
の

度
重
な
る
勧
告
を
再
三
無
視
し
続
け
た
ば
か
り
か
、
二
〇

一
二
年
一
二
月
二
六
日
に
安
倍
政
権
が
発
足
す
る
と
、
わ

ず
か
二
日
後
の
二
八
日
に
省
令
改
正
手
続
き
に
着
手
し
、

朝
鮮
学
校
を
不
指
定
と
し
た
。
外
国
人
学
校
で
唯
一
除
外

さ
れ
た
全
国
一
〇
校
の
朝
鮮
高
校
の
う
ち
五
校
が
、
訴
訟

で
日
本
政
府
を
相
手
取
り
裁
判
闘
争
を
繰
り
広
げ
て
い
る
。

　

ま
た
、
二
〇
一
六
年
三
月
二
九
日
文
科
省
の
「
朝
鮮
学

校
に
係
る
補
助
金
交
付
に
関
す
る
留
意
点
に
つ
い
て
」
と

い
う
前
例
を
見
な
い
狡
猾
な
通
知
に
よ
り
、
わ
ず
か
ば
か

り
の
補
助
金
さ
え
も
停
止
さ
せ
ら
れ
た
各
地
の
朝
鮮
学
校

の
運
営
は
、
い
っ
そ
う
厳
し
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　

二
〇
〇
九
年
の
京
都
朝
鮮
第
一
初
級
学
校
襲
撃
事
件
、

二
〇
一
〇
年
の
徳
島
教
組
襲
撃
事
件
な
ど
、在
特
会
（
現
・

日
本
第
一
党
）
に
よ
る
卑
劣
な
活
動
や
過
激
な
ヘ
イ
ト
ス

ピ
ー
チ
は
、
札
幌
大
通
公
園
で
も
昨
年
行
わ
れ
、「
ゴ
ミ

は
ゴ
ミ
箱
へ
、
朝
鮮
人
は
朝
鮮
半
島
へ
」
と
、
警
察
に
見

守
ら
れ
な
が
ら
公
然
と
叫
ば
れ
た
。

　

二
〇
一
八
年
六
月
に
は
、
関
西
空
港
の
税
関
で
、
修
学

旅
行
で
ピ
ョ
ン
ヤ
ン
か
ら
帰
っ
て
き
た
朝
鮮
学
校
生
徒
た

ち
か
ら
、
朝
鮮
の
お
土
産
や
物
品
な
ど
す
べ
て
を
の
こ
ら

ず
没
収
す
る
と
い
う
暴
挙
が
あ
っ
た
。
朝
鮮
学
校
生
徒
に

も
制
裁
を
科
し
、
ス
ケ
ー
プ
ゴ
ー
ト
と
し
て
何
を
し
て
も

い
い
の
だ
と
い
う
日
本
政
府
の
無
法
き
わ
ま
り
な
い
不
当

差
別
、
人
権
侵
害
を
む
き
出
し
に
し
た
。

　
◇
　
広
が
る
支
援
の
輪

　

し
か
し
、
厳
し
い
情
勢
の
中
で
も
、
朝
鮮
の
子
ど
も
た

ち
と
朝
鮮
学
校
を
支
え
、
支
援
す
る
多
く
の
温
か
い
日
本

の
方
々
の
輪
は
深
ま
っ
て
い
る
。
各
地
で
朝
鮮
学
校
を
支

援
す
る
市
民
の
会
な
ど
が
独
自
の
支
援
活
動
や「
無
償
化
」

裁
判
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

　

札
幌
で
は
、「
北
海
道
朝
鮮
学
校
を
支
え
る
会
」
が
二

〇
〇
四
年
に
設
立
さ
れ
、
日
本
学
校
の
教
員
が
朝
鮮
学
校

の
教
壇
で
教
え
る
「
交
換
授
業
」
や
学
習
会
、「
無
償
化
」

除
外
に
反
対
す
る
集
会
や
街
頭
宣
伝
も
行
っ
て
い
る
。

　

二
年
に
一
回
の
朝
鮮
学
校
開
放
行
事
「
ア
ン
ニ
ョ
ン

フ
ェ
ス
タ
」
は
、
朝
鮮
学
校
オ
モ
ニ
会
が
主
催
す
る
一
大

イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
。
こ
の
フ
ェ
ス
タ
に
は
二
五
〇
〇
人
を

超
え
る
日
本
の
市
民
ら
が
来
校
し
て
い
る
。

　

韓
国
の
キ
ム
・
ミ
ョ
ン
ジ
ュ
ン
監
督
が
北
海
道
朝
鮮
学

校
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
と
し
て
制
作
し
た
『
ウ
リ

ハ
ッ
キ
ョ
（
私
た
ち
の
学
校
）』
は
、
二
〇
〇
六
年
の
プ

サ
ン
国
際
映
画
祭
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
部
門
で
最
優
秀
賞

に
輝
き
、
韓
国
の
当
時
の
観
客
動
員
数
を
大
き
く
更
新

し
、
記
録
を
塗
り
替
え
た
。
こ
の
映
画
を
通
じ
て
、
七
十

余
年
も
の
間
、
日
本
で
民
族
の
言
葉
と
文
化
を
守
り
ぬ
い

て
き
た
朝
鮮
学
校
の
姿
に
深
く
感
動
し
た
韓
国
の
多
く
の

人
々
が
、
自
ら
「
モ
ン
ダ
ン
ヨ
ン
ピ
ル
（
ち
び
鉛
筆
）」

と
名
付
け
た
支
援
団
体
を
立
ち
上
げ
、
活
動
を
行
っ
て
い

る
。
朝
鮮
学
校
の
紹
介
、『
ウ
リ
ハ
ッ
キ
ョ
』
上
映
会
、

書
籍
出
版
に
始
ま
り
、
日
本
各
地
の
朝
鮮
学
校
で
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
を
行
い
、「
無
償
化
」
裁
判
の
支
援

の
激
励
に
訪
れ
る
な
ど
、
そ
の
輪
を
広
げ
て
い
る
。

　

今
年
二
月
一
五
日
か
ら
一
七
日
ま
で
、
全
国
の
朝
鮮
学

校
生
徒
児
童
の
美
術
作
品
約
五
〇
〇
点
を
展
示
す
る
「
在

日
朝
鮮
学
生
美
術
展
」
が
札
幌
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
開
催

さ
れ
る
。
そ
の
開
催
に
は
、「
北
海
道
朝
鮮
学
校
を
支
え

る
会
」
を
は
じ
め
多
く
の
有
志
た
ち
の
支
え
が
あ
る
。
展

示
、
チ
ラ
シ
配
布
、
観
客
動
員
、
後
援
や
協
賛
の
と
り
つ

け
、
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
の
準
備
な
ど
、
成
功
の
た
め
に
ひ

と
つ
の
チ
ー
ム
に
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

昨
年
三
度
に
お
よ
び
行
わ
れ
た
朝
鮮
・
韓
国
両
首
脳
会

談
に
よ
る
歴
史
的
宣
言
、
朝
鮮
・
ア
メ
リ
カ
史
上
初
の
首

脳
会
談
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
合
意
に
よ
り
、
朝
鮮
半
島
は
平

和
と
繁
栄
に
大
き
く
舵
が
き
ら
れ
た
。
朝
鮮
学
校
は
こ
れ

か
ら
日
本
で
も
っ
と
重
要
な
位
置
に
置
か
れ
、
そ
の
役
割

は
大
き
く
な
っ
て
い
く
。

申
　
京
和
（
シ
ン
　
ギ
ョ
ン
フ
ァ
）    

　

一
九
六
一
年
大
阪
桃
谷
に
生
ま
れ
る
。
東
京
小
平
市
の
朝

鮮
大
学
校
文
学
部
卒
業
後
、
一
九
八
三
年
か
ら
朝
鮮
語
（
国

語
）
教
員
と
し
て
教
壇
に
立
つ
。
担
任
、
寄
宿
舎
舎
監
、
教

務
主
任
、
サ
ッ
カ
ー
部
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
顧
問
な
ど

を
受
け
も
つ
。
二
〇
〇
六
年
四
月
か
ら
、
北
海
道
朝
鮮
初
中

高
級
学
校
の
校
長
を
務
め
る
。


